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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年６月１０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員負傷 

発生日時 令和６年１１月２１日 １０時３０分頃 

発生場所 北海道石狩市濃
ごき

昼
びる

漁港西方沖 

厚田港西防波堤灯台から真方位３２５°６.２海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯４３°２９.０′ 東経１４１°２０.８′） 

事故の概要 漁船第三十八孝
こう

栄
えい

丸がたこ
．．

箱漁の操業中、乗組員１人が負傷した。 

事故調査の経過 令和６年１２月２３日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館

事務所）を指名した。 

後日、１人の地方事故調査官を新たに指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

 

漁船 第三十八孝栄丸、４.７トン 

ＨＫ３－１１１１５３（漁船登録番号）、個人所有 

１１.３９ｍ（Lr）×２.６３ｍ×０.７８ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、３５５kＷ（動力漁船登録票による）、平成１１年

５月２８日 

 乗組員等に関する情報 船長 ６４歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成８年３月２２日 

  免許証交付日 令和２年１１月３０日 

（令和８年３月２１日まで有効） 

乗組員Ａ１ ７４歳 

二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成２年９月２１日 

  免許証交付日 令和元年１２月１０日 

（令和７年９月２０日まで有効） 

 死傷者等 重傷 １人（乗組員Ａ１） 

 損傷 左舷舷側の支柱に折損、瀬縄（漁具の一部）に破断 

 気象・海象 

  

気象：天気 晴れ、風向 北北西、風速 約２.５m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 本船は、船長及び乗組員Ａ１ほか１人（以下「乗組員Ａ２」とい

う。）が乗り組み、濃昼漁港西方沖でたこ
．．

箱漁の操業を行う目的で、
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令和６年１１月２１日０９時頃、同漁港を出港した。 

本船は、濃昼漁港西方沖の漁場でたこ
．．

箱漁の操業を開始して漁具１

本の漁獲を得た後、同漁港西方沖２Ｍ付近の漁場に移動して、操業を

続けた。 

本船は、陸岸に沿って南北方向に設置された漁具の北端に移動し

て、船首を南方に向け、主機操作レバーを中立にして漂泊した。乗組

員Ａ１は、旗竿
ざお

を船内に取り込み、旗竿に繋
つな

がる瀬縄（合成繊維製、

太さ約１４mm）の巻上げを開始した。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ たこ箱漁の漁具 

 

船長は、操舵、アクセル（燃料増減）及びクラッチ（前後進及び中

立の切替え）の三つのダイヤルを備えた操船リモコン（外形寸法約 

２５cm×約６cm）を持ち、操舵室から出て同室前方の甲板上で本船が

風浪により流された場合に備えた。 

なお、操船リモコンのダイヤルは、ダイヤルを回すとカチカチとい

うクリック感があるノッチ式ではなく、無段階に回転するもので、ダ

イヤルが何かに触れると回りやすい構造であった。 

乗組員Ａ１は、前部甲板右舷舷側付近にある油圧式ウインチドラム

（以下「油圧ドラム」という。）のそばに立って油圧ドラムを操作

し、前部甲板左舷舷側に取り付けられた逆Ｌ字型の揚網用支柱（鋼

製、太さ数 cm、甲板上高さ約８０cm）を介して、瀬縄の巻上作業を 

行った。（図２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旗竿 

浮標 

錨 
たこ箱 

瀬縄 
（太さ約 14mm） 
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図２ 前部甲板の漁労機器等 

 

船長は、作業開始から間もなくして、油圧ドラムが停止し、瀬縄の

巻上げができなくなったのを見て、主機で駆動する油圧ポンプに不具

合が生じたものと思い、主機回転数等の計器により運転状況を確認す

る目的で、手に持っていた操船リモコンをダイヤル側が上になるよう

に付近の甲板上に置いて、操舵室内に移動した。（図３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 負傷に至る状況 

 

船長は、ふだん、操船リモコンを使用しない場合は、油圧ドラムの

そばにある架台に引っ掛けていたが、本事故時は、急いで油圧装置を

確認することに気をとられ、自身が立っていた付近の甲板上に置い

て、操舵室に移動していた。 

乗組員Ａ１は、操舵室に向かった船長の様子が気になり、油圧ドラ

ムの操作レバーを停止位置として操舵室方向に歩き出した。 

１０時３０分頃、操舵室方向に歩いていた乗組員Ａ１は、操船リモ

コンが船体動揺により足下に滑り込むように移動してきたので、反射

的に同リモコンを手で払いのけた。その直後、本船が急発進し、前述

の揚網用支柱が折損するとともに、緊張した瀬縄が破断した。破断し

た瀬縄は、乗組員Ａ１の体に当たり、乗組員Ａ１は、操舵室左舷後方の

甲板上まで跳ね飛ばされて倒れ込んだ。 

船長 乗組員Ａ１ 乗組員Ａ２ 
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操舵室内の船長は、本船が急に前進したので驚き、急ぎ操舵室内の

操舵スタンドで主機を中立に操作し、本船を停止させた。 

船長及び操舵室右舷横の甲板上で船長の指示を待っていた乗組員 

Ａ２は、本事故発生を目撃した。甲板上に倒れ込んだままの乗組員Ａ１

に駆け寄って声を掛けたところ、意識はあったものの、起き上がるこ

とができない状態であった。 

本船は、操業を中止し、急いで濃昼漁港に帰港を開始した。 

本船の乗組員全員が携帯電話を所持していなかったことから、船長

は、濃昼漁港に帰港後、近くの番屋から１１９番に通報するととも

に、所属する漁業協同組合に本事故発生を知らせた。 

乗組員Ａ１は、札幌市内の病院に搬送され、左母指中手骨折、左示

指中手開放骨折、左手部デグロービング損傷、右橈
とう

骨骨幹部骨折と診

断されて、約２か月間入院した。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 乗組員Ａ１は、操船リモコンが足下に滑り込むように移動してくる

まで、甲板上に置かれた操船リモコンに気付かなかった。 

乗組員Ａ１は、本船に４、５年前から乗り組んでおり、本船に乗り

組む前、他の漁船に甲板員として乗り組んだ経験があった。 

船長を含む乗組員は、いずれもカッパ上下、長靴及び救命胴衣を着

用していた。 

本事故後、修理業者によって、油圧ドラムの停止は、油圧ポンプの

故障によるものであることが確認された。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

(1) 本船には、油圧ドラムのそばに架台が設置されており、船長

は、ふだん操船リモコンを使用しない場合は、同架台に同リモコ

ンを引っ掛けていたものと考えられる。 

(2) 瀬縄を巻き上げている最中に、突然油圧ドラムが停止し、船長

は、状況を確認する目的で、急いで操舵室に入って計器を確認し

ようとしたことから、とっさに操船リモコンを甲板上に置いたも

のと考えられる。 

(3) 乗組員Ａ１が、船体動揺によって足下に移動してきた操船リモコ

ンを反射的に手で払った際、同リモコンのダイヤルが、前進及び

増速の位置に回ったことから、本船は急発進したものと考えられ

る。このため、巻上げ中の瀬縄に過大な張力がかかり、瀬縄が破

断したものと考えられる。 

(4) (1)～(3)から、乗組員Ａ１は、破断した瀬縄が当たり、負傷した

ものと考えられる。 
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原因 本事故は、本船が濃昼漁港の西方漁場でたこ箱漁の操業中、船長が

操舵室に移動する前に甲板上に操船リモコンを置いたため、乗組員 

Ａ１が船体動揺によって足下に移動してきた操船リモコンを手で払っ

た際に同リモコンのダイヤルが前進及び増速の位置に回って本船が急

発進し、揚収中の瀬縄が破断して乗組員Ａ１に当たり、乗組員Ａ１が

跳ね飛ばされたことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・小型船舶の甲板上で操船リモコンを使用する者は、同リモコンを

使用しない場合は、他の乗組員が誤って操作ダイヤルに触れるこ

とがないよう、所定の架台に引っ掛ける等の措置を採ることを習

慣づけること。 

・携帯電話等を陸上との連絡手段にしている船舶は、出港前に所持

を確認して連絡手段を確保し、事故等が発生した際は、速やかに

海上保安庁等に通報すること。 

 

付図１ 事故発生場所概略図 
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（令和６年１１月２１日 

 １０時３０分頃発生） 
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